
明治大学・総合数理学部・専任准教授

科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

３２６８２

基盤研究(C)（一般）

2018～2015

行動観察によるユーザ状況・意図推定を用いた作業支援システム

Work support system using user situation and intention estimation by behavior 
observation

３０４０８６５３研究者番号：

櫻井　義尚（SAKURAI, YOSHITAKA）

研究期間：

１５Ｋ００３８２

年 月 日現在  元   ６ １７

円     3,500,000

研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、機械の中に気の利いた秘書が居るかの如くユーザの状況や意図を理
解して意志決定に必要な情報提供を行うWeb知能型エージェントの開発である。この実現には、ユーザの意図を
推定する推論アルゴリズムの確立が重要となる。本研究では、音声、テキスト情報に基づいた自然言語処理によ
る情報のフィルタリング技術、ユーザの状況推定技術を用いたエージェントシステムの応用・評価を中心に研究
を行った。
具体的には、音声対話による意図理解、テキスト情報に基づいた状況・意図理解に向けて、ユーザの目的理解と
それらの情報に基づいて対話を行うカウンセリングエージェントの研究、深層学習を用いた自然言語処理の研究
を進めた。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to develop a Web intelligent agent that 
understands the user's situation and intention as if there is a smart secretary in the machine and 
provides the information necessary for decision making. In order to realize this, it is important to
 establish an inference algorithm that estimates the user's intention. In this research, we focused 
on application and evaluation of agent systems using information filtering technology by natural 
language processing based on speech and text information, and user situation estimation technology. 
More specifically, research on a counseling agent who interacts based on the user's purpose 
comprehension and their information towards understanding the intention and understanding of 
intention and context based on text information, natural language using deep learning Research on 
processing was advanced.

研究分野： 機械学習
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
近年ディープラーニングの発展により、画像処理や自然言語処理の研究が進んでいる。画像処理については人間
を凌駕する高い性能を記録した半面、自然言語処理、とりわけ意味の理解についてはまだ課題が多い。本研究の
成果である自然言語処理による意図の推定は、非常に難しい課題であるが、精度を高めていくことにより多様な
応用分野での活用が期待される。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
申請者はこれまで、ユーザの情況推定に基づく意志疎通・判断支援による共同開発支援システ
ムを研究してきた。具体的には、ユーザの生体情報によるユーザの眠気判定やユーザの認知能
力などの情報を記録したユーザプロファイルに基づいての適応的情報提示方法等を研究し、
IEEE Transaction 等で発表してきた。この研究では、信頼性の低い情報でも複数融合するこ
とにより、ユーザの状況推定を実現できた。一方で、情報収集支援における課題と共に、情況
推定を応用したユーザの意図推定の実現により、新しい意志決定支援システムの展開が見えて
きた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究の目的は、機械の中に気の利いた秘書が居るかの如くユーザの状況や意図を理解し
て意志決定に必要な情報提供を行う Web 知能型エージェントの開発である。 
 
(2) 具体的には、直感的に探し出す事が難しいモノ・コト、香水などの感性的要素を含む対象
の検索エンジン、行動観察を通してユーザの意図を推定する推論エンジン、検索目標が明確で
はなく探索的行動が必要な検索の支援技術、ユーザの主観感覚に自動的に合わせる直感サポー
トシステムが含まれる。 
 
３．研究の方法 
(1) 対話による意図理解、テキスト情報に基づいた状況・意図理解に向けて、自然言語処理に
よる意図解析手法について研究する 
 
(2) ユーザの目的理解とそれらの情報に基づいて対話を行う対話システムを構築する 
 
(3) ユーザの意図理解の応用としてカウンセリングを行う対話システム、カウンセリングエー
ジェントの研究を行う 
 
(4) 感性的要素を含む対象の検索・推薦システムの研究 
 
(5) ユーザの意図に基づいた情報フィルタリング技術の研究 
 
４．研究成果 
(1) 音声、テキスト情報に基づいた自然言語処理によるユーザの状況推定を中心に研究を進め
た。具体的には、音声対話による意図理解、テキスト情報に基づいた状況・意図理解に向けて、
ユーザの目的理解とそれらの情報に基づいて対話を行うカウンセリングエージェントの研究を
進めた。ユーザと雑談対話を続けるためには、対話内容を理解するため、一般的に様々なドメ
インの知識をカバーした巨大な知識ベースを必要とする。しかしながら、提案するカウンセリ
ングエージェントは来談者中心療法に基づいたカウンセリング知識を用いることにより、ドメ
イン知識を用いずに対話を進めることができる。音声認識に基づいて対話を行うカウンセリン
グエージェントの 3Dモデル版やロボット版などを実装し、カウンセリングとしての有用性を検
証し、国際会議において発表した。 
 
(2) テキスト情報からのユーザ状況推定エンジン開発のため、ディープラーニングを用いた自
然言語処理についての研究を進めた。特に、ユーザのプロファイル情報とメール文章などのテ
キスト情報から行動予測を行うもので、最終的に会員制サイトにおける Voice of Customer か
ら退会行動の予測などの応用研究を行い、こちらも国際会議において発表を行った。 
 
(3) テキスト情報に基づいた自然言語処理によるユーザの状況推定技術を用いたエージェント
システムの応用、評価を中心に研究を行った。 
具体的には、音声対話による意図理解、テキスト情報に基づいた状況・意図理解に向けて、ユ
ーザの目的理解とそれらの情報に基づいて対話を行うカウンセリングエージェントの研究を進
めた。ユーザと雑談対話を続けるためには、対話内容を理解するため、一般的に様々なドメイ
ンの知識をカバーした巨大な知識ベースを必要とする。しかしながら、提案するカウンセリン
グエージェントは来談者中心療法に基づいたカウンセリング知識を用いることにより、ドメイ
ン知識を用いずに対話を進めることができる。また、日本特有の頷きなどのノンバーバルなコ
ミュニケーションを無機物である人工知能エージェントに導入することによる心理的効果の検
証などを行った。これらの音声認識に基づいて対話を行うカウンセリングエージェントシステ
ムの研究成果は IEEE が主催する多数の国際会議において発表し、最終的には Springer の国際
ジャーナルに採択された。 
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